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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

  本研究は、熱活性化遅延蛍光 (TADF) 材料の分子修飾による HOMO・LUMO 準位や発光効率、

励起状態安定性の制御を試み、高効率と高耐久性を両立する青色発光材料の実現を指向した研究を

行っている。その結果、TADF 材料を構成するドナー骨格の特定部位に電子求引性基を修飾するこ

とで、材料発光効率や励起状態の安定性が高まることを明らかにしている。また、これらの材料が

有機 EL 素子においても高い発光効率と耐久性を示すことを報告している。本研究は青色 TADF 材

料の実用化について重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める。  

 

 

 

 

 

 

 

 


